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I lま じ め
人間のあらゆる生活体験は感情的体験であるといわれるほど，われわれの生活は感情にいろ
どられている。われわれはいつも周囲で、起こる事象を知覚したり，ものを考えたり，決断した
り，何らかの行動をしながら生活を送っているわけであるが，これらの行動や体験には，自覚
していようといまいと，また程度の差はあっても，感情の伴わないものはない。意識的に生活
し，理性的に行動していると思われるわれわれの日常生活も，案外感情に支配され，その時の
気分やムードに支配されているのである。
われわれは，短大という教育の場に職を得て，女子学生の指導・教育に当たっているのであ
るが，感情的に動揺の激しい時期は峠を越えた段階にあるとはいえ，感情に動かされる彼女ら
に接し，その扱いにとまどいを感ずることも少なくない。
学生の指導に当たって，能力や意識・態度といったものをとらえ，これに基づいて指導しよ
うとする試みは， しばしば行われているようであるが，感情の把握はほとんど行われていない
ように思われる。これは，学生指導上，感情面が重視されなくてもいいわけではなく，感情そ
のものの概念規定の難しさや感情測定の困難さが，おそらく，その主な原因なのであろう。感
情を客観的に測定することは困難で、あり，一面的なものにとどまることを承知の上で，あえて
現実的な必要感から取り組んだのがこの研究の動機である。
青年期について， 「人生で最も内向化する時期であり，青年の言動は，客観的な環境だけで
なく，きわめて主観的な生活感情によって左右されている」といわれている。この研究の目的
の第一は，ここでいう“生活感情”をとらえようとする点にある。斉藤らによれば，生活感情
2) 
とは， 「生活態度の情緒的側面」であり， 「われわれの生活全体に対する感情で，生活全体を
彩り，生活全体を枠づける広がりと持続性をもったもの」である。
われわれが資料を得たいと考えた対象は，女子短大生であり，発達段階で青年後期に位置づ
けられる。青年後期（18～23歳）の女子について，永沢は「即時的，現実的に物事を考え，環
＊ 北海道大学医療技術短期大学部（Collegeof Medical Technology, Hokkaido Univ. ) 
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境に対し肯定的，協調的になり， 将来の職業生活，家庭生活のために準備するようになる」と
述べているが，こうした傾向を生活感情の上で確認しようとしたのが第二の目的である。
また，われわれは一般に「A学科の学生は若さがない」とか，「Bコー スの学生は開放的だ」
という ような言い方をして，学科 ・コー スあるいは年度の学生のもつ雰囲気を表現することが
ある。漠然と感じとっているこ うした特徴を客観的に示してみよ うとする配慮も同時に行なっ
た。すなわち，一般的な女子学生の生活感情をと らえるにとどま らず，所属する学科 ・コース
による差異，志望職業による差異についても明らかにしようとした。
女子学生の生活感情を客観的に測定しようとすれば，当然，具体的な方法が問題になる。筆
者らは， 第一段階として，既存の尺度を利用して調査を試みることにし， 若干の検査・尺度を
検討した。その結果，筆者らのねらいとする面をと らえようとしていること，測定用具の備え
るべき条件がある程度検討されていること，多数を対象としても実施が容易で、あることなどか
ら，斉藤らの作成した 「生活感情尺度J( s D法による）を利用してみることになった。
なお，本報告では，紙面の関係で，志望職業別にみた女子学生の生活感情については述べる
ことができなPo次号に報告の予定である。
E方 法
1 .「生活感情尺度」の構成
筆者らが作成した「生活感情尺度JはSD法形式の30項目からなる質問紙である。詳しぐは
斉藤の報告によるものとし，ここでは簡単な紹介にとどめておく。
「生活感情尺度」は， ①連帯一孤独尺度 （10項目），②安定 不安定尺度 （10項目），③充実
つい
空虚尺度 (10項目）からなる。各項目は左右が対になった形客詞（例えば，にぎやかなーさみ
しい） で，それぞれについて，与えられた刺激語・『現在の私』 を心に描き，自分のありのまま
の気持ちに従って，a～gの7段階のどこかに位置づけさせるものである。
（例） 非 か いど いど いどか 非
えち えち えち
常 な ばらならばら な 常
か いと か
lこ り ともとりに
1. にぎやかな
a b c d e 
さみしい
g 
ただし， SD法の一般的回答法は，筆者らの経験上，誤りを犯しやすいと思われたので， 多
肢選択法に改めた。すなわち，前の例は，筆者らの調査票では，次のようになる。
1. にぎやかなーーさみしい （③非常ににぎやかな，⑥かなりにぎやかな，①ややにぎや
かな，④どちらでもない， ⑤ややさみしい，①かなりさみしい， ⑧非常にさみしい）
調査票は，他資料あるいは今後の結果と比較するために，記名法とした。所属学科別，志望
職業別比較のため，所属学科及び志望職業も併せて記入させた。なお，紙面の関係で，調査票
は省略する。
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2.対象および実施方法
短大で学ぶ女子学生の生活感情を調べるということで，当然，女子短大生を対象と した。基
準的に扱える資料を得たいという ことから，対象数を 1,000名程度と多くし，また，学科聞の
差異をみることからも，学科数を多くするよう に配慮した。最終的に， 3大学， 6系統学科の
学生について資料を得ることができた。
実施時期は，すべて入学まもない時点とした。今後，l年終了時，卒業時などの時点に同一
方法で調査を実施し，生活感情の変化・差異をみようとする意図からである。結果的に，昭和
56年5～6月に実施した。
有効回答は 829であった。系統学科別では，家政系238，美術系103，体育系75，教育系287,
英語系52，看護系74という内訳になっている。
3.結果の処理
内容を詳しく 読みと り，わかりやすく整理するため，回答内容をすべて点数化する方法を採
用した。
斉藤ら（尺度作成者）の処理と同様に，各項目のポジティブな方を左側に， ネガティブな方
を右側に変換し， 左側から各段階に 7,6, 5, 4, 3, 2, lの評定点を与えた（図2～4
を参照）。 すなわち，ポジティブな回答であるほど高い評定点になるようにしたものである。
三つの尺度は，それぞれ10項目からなる。したがって，各尺度は10～70の範囲の得点となる。
各項目の，ポジティブな方にもネガティブな方にも偏らない中央値 （「どちらでもない」）は評
定点が4であるので，尺度としての中央値は40点ということになる。
すべて合算した全尺度合計は， 3尺度， 30項目からなる。したがって，30～ 210の範囲の得
点となる。全尺度合計の中央値は 120点ということになる。
結果の分析 ・検討は，対象について，①女子学生全体， ②所属学科別，③志望職業別という
レベルで，内容について，①全尺度合計，②尺度別，③項目別というレベルで行なった。つま
り， 全体から個々へという方向で分析を深めたわけである。
1.女子学生全体の生活感情
(1）全尺度合計レベルでの検討
皿 結果および考察
まず，女子学生全体の結果からみてみよう。表lに示すように，生活感情の全体像を表わす
全尺度合計は，平均137.52である。方法で述べた中央値120点を基準にすると，女子学生の生
活感情はややポジティ ブな方向に偏っているといえる。すなわち，自己観察によって，女子学
生は，生活感情が肯定的， 積極的な傾向にあることを示している。斉藤らが国大系の男女学生
（人数不明）に実施した結果では，女子学生は平均127.19となっているが，本調査の女子学生
の結果は， これを上まわるものである。
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(2）尺度レベルでの検討
これを尺度別にしてみると， 3尺度聞にほとんど差がなく， 45点前後となっている。尺度の
中央値は40点であるから，平均して3尺度ともややポジティブな方向にあるわけである。現在
の自分を，周囲の人と連帯を保ち，心身の安定があり，毎日の生活にも充実感を持っていると
彼女らは評価しているのである。前述の斉藤らの結晶は，女子学生の各尺度の平均は，連帯
一孤独尺度が40.57点，安定一不安定尺度が 43.38点，充実一空虚尺度が 43.14点となって
いる。本調査の女子学生の結果は，いずれの尺度でもこれらを上まわっている。 特に，連帯一
孤独尺度での差が大きい。
なお，全尺度合計及び尺度別の分布を示したのが図lであるが，平均値を中心にした分布は，
Itぽノーマルなカーブを描き，大きなちらばりも認められない。すなわち，女子学生全体とし
ては， 同質的であるとみることができる。
(3）項目レベルでの検討
さらに細部について，各尺度を構成している項目を検討してみよう。図2～4の実線のプロ
フィールが女子学生全体のものである（基礎資料は表6）。
評定¢,i,5.0以上の項目で，女子学生の自己像を描いてみると，「現在の私は，健康で明るく，仲
間が多く，協力的で信ビやすいJということになる。一方，評定点4.0以下のネガティブな方向
にあるものは， 30項目中4項目（13.3%）にすぎず，それも極めて4点に近いものである。あ
えていうならば，「現在の私は，少しそうぞうしく，不満足感もある」といえよう。
評定点4.5以上を拾ってみると，連帯一孤独尺度では，協力的，仲間の多い，愛情的，開放
的，うちとけた，にぎやかな（以上6項目），安定一不安定尺度では，健康的な，信じやすい，
しっかりした，楽観的な（以上4項目），充実一空虚尺度では，明るい，若々 しい， あたたかな，
望みのある，前向きな，成長していく，楽しい（以上7項目）となる。
プロフィールを全体的にみても，大きなとび出しはなく，ややポジティブな方向に傾いた形
で曲線が位置づけられる。
2.所属学科別にみた生活感情
以上にみてきた女子学生全体の結果を所属学科別に分けて比較すると，どのような差異がみ
られるかというのが第二の検討観点である。同じ短大の中にあっても，学科・専門コースによ
って学ぶ内容は大きく異な り， それぞれに持色があるのであるから，それを選んで入学してく
る学生にも特徴があり，生活感情においても違いがあるであろうというのが筆者らの立てた予
想である。
資料が得られた対象学生の所属を家政系など六つの系統の学科に整理し，数処理をした。表
lにその全尺度合計及び尺度別平均値，表2～ 5に平均値の差の検定結果，表6に項目別平均
値，図2～4にプロフ イールを示した。
(1）全尺度合計レベルでの検討
全尺度合計でみると，体育系，教育系が最も高く，約 139点である。次いで，家政系，看護
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系の順で低くなり，美術系が131.98点で最も低い。いずれも，中央値 120点よりも高いのであ
るが，学科聞にはかなりの差が認められる。しかし，統計的に有意差ありと認められるのは，
女子学生全体との比較では美術系のみであり，学科聞の比較では，美術系と教育系・体育系・
家政科との間，及び教育系と英語系との聞である。
この結果で注目されるのは， 美術系学科の学生の生活感情が対象群聞において相対的にネガ
ティブな1犬態にあることである。
(2）尺度レベルでの検討
以上の全尺度合計の差異は，3尺度それぞれに認められるのか，それと も特定尺度だけに認
められるのか，この点、を検討することによって，差異の内容が明らかにされるであろう。そこ
で，次に，各尺度ごとの学科聞の差を調べてみよ う。
表2～5の検定結果から明らかなように，美術系学科を中心に認められる差は，主に連帯一
孤独尺度における差の反映なのである。安定一不安定尺度では， 美術系と教育系との聞に， 充
実一空虚尺度では，美術系と家政系との聞に，有意差が認められるにすぎない。
連帯一孤独尺度では，女子学生全体との聞に，美術系と体育系で有意差が認められる。体育
系の学生は，女子学生全体に比べて，生活感情がポジテイブである。つま り，連帯感を強く持
っているといえる。一方，美術系の学生は，女子学生全体に比べて，生活感情がネガティブで
ある。つまり，孤独傾向が強いということになる。
体育系は，教育系を除くすべての学科との聞に有意差があり，より連帯感を強くもった学生
が入学してきているといえる。教育系もまた，体育系，家政系を除く 3学科との聞に有意差が
認められ，連帯感が強い。家政系は，女子学生全体とほぼ同じ評定点となっており，平均的な
連帯感である。美術系は，看護系 ・英語系を除く 3学科との聞に有意な差があり，最も連帯感
の弱い群といえる。看護系と英語系は，ともに体育系・教育系との聞に有意差があり，美術系
に次いで連帯感が弱い。
安定一不安定尺度ではすでに述べたように，学科聞の差は小さく，教育系と美術系との聞
に有意差が認められたにと どまる。 すなわち，教育系は，美術系より安定感が強いといえる。
充実一空虚尺度では，安定一不安定尺度よりも学科聞の差は大きいものの，家政系と美術系
との間以外に有意差はない。家政系の学生は， 美術系の学生よりも充実感を強く感じている度
合が高い。
(3）項目レベルでの検討
次に，より詳細に結果を読みとるために，項目レベルの比較をしてみよう。図2～4は実線
の女子学生全体を中心に比較検討する形で，2学科ずつプロフィールを描いてみたものである。
また，表7は表6をもとに女子学生全体と各学科との項目別の平均値の差の検定結果を示した
ものである。女子学生全体との比較にわいて指摘できる各学科の特徴は，おおよそ次のような
ものである。
①家政系では，女子学生全体とかなり近接したプロフ ィー ルを描いてわり，検定の結果，有
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意な差が認められた項目はわずか三つであった。家政系学科の学生は， 女子学生全体と比べ，ま
とまりがあり，より楽しいと感じ，満ちたりた生活感情の持ち主が多いといえよう。
② 美術系のプロフィールは，女子学生全体よりも右寄り（よりネガテイブ）であり，検定の
結果， 11の項目で有意な差が認められ，差の大きな項目（P< . 01で有意な差があったもの）
も六つ認められた。有意な差が認められた項目で表現してみると，美術系学科の学生は，孤独
傾向（個人的で、，バラバラで， うちとけにくく，協力的なところが少なく，愛情面では比較的
クールである），不安定傾向（不安定な感じを抱き，女子学生全体と比べて健康的であるという
感じが弱く，少々調和に欠けたところもあるが，静かな一面もある），空虚傾向（あたたかさや
喜びの感じ方が比較的弱しミ）の強い生活感情をもっている。
③体育系のプロフィールは連帯一孤独尺度で左寄り（よりポジティブ），安定一不安定尺度
で女子学生全体と一致，充実一空虚尺度で右寄り（よりネガティプ）の傾向を示している。検定
結果も考慮してみると，体育系学科の学生は，全般的に連帯傾向は強い（特に，指導力があり，
頼りになると感じている）が，空虚傾向も併せもつ（現在の自分に不満足で、，むなしいと感じ，
楽しさも少ないと思っている反面，かなり強く若々 しいと感じている）という特徴がある。
④教育系も，家政系と同様に，女子学生全体とかなり近接したプロフ ィー ルを描いている。
検定の結果，有意な差が認められたのはわずか3項目であった。教育系学科の学生は，ほぽ平
均的な学生といってよいが，特徴としては，協力的で，指導力もあるが，信むやすい一面を持
っていると感じているところであろう。
⑤英語系のプロフィ ールは女子学生全体よりやや右寄り（よりネガティブ）である。プロ
フィールで見ると女子学生全体とかな り差のある項目があるように見うけられるが，検定の結
果，有意な差が認められた項目は，わずか三つであった。これはサンプル数が比較的少なかっ
たこと（n=52）や，得点の分散が大きかったことによるものであろう。英語系学科の学生は，
比較的懐疑的であり，前向きなところ，協力的なところが女子学生全体と比べて弱いと感じて
いるが，他の面では女子学生全体と差がない。
⑥看護系のプロフィ ールも，家政系 ・教育系と同様に，女子学生全体とかなり近接した曲
線を描いている。検定の結果，女子学生全体と有意な差が認められたのはわずか1項目であっ
た。すなわち，看護系学科の学生は比較的依存的な面が強いと感じている以外は，最も平均的
な女子学生の生活感情をもった学生が多いといえよ う。
以上， 女子学生全体のプロフイ ールとの比較，及び女子学生全体と所属学科の項目別平均値
の差の検定結果をもとに考察してみたのであるが，評定点4（「どちらでもない」 ）を中心にみ
れば，いずれの系統の学生も左寄りであ り， よりポジテイブな生活感情をもっていることは明
らかである。
N おわりに
以上，女子学生を対象に，入学後まもない時点で生活感情の調査を行い，若干の考察を試み
51 
た。結論として，次のようなことがいえる。
①女子学生全体の生活感情は，ややポジティブである。すなわち，現在の自分を，傾向と
してではあるが，肯定的，積極的にとらえている。自己観察の結果， 「現在の自分は，健康的
で， 明るく，仲間が多く，協力的で，信じやすい。しかし，少々そ うぞう しく，不満足感もあ
る」ととらえている。
②所属学科別の比較では，大まかにではあるが，専攻の違いによる生活感情の差異が確認
された。 持に，美術系学科の学生がイ也の学生と比べてネガテイブな生活感情をもっていること
にj主目される。
③女子学生全体に最も近い生活感情にあるのは看護系である。家政系・ 教育系も女子学生
全体とほぼ同様な生活感情をもっている。英語系はネガティブではあるが女子学生全体と有意
差が認められない範囲でほぼ同様な生活感情をもっている。体育系は，連帯感、は強いが，充実
感は弱いという特徴がみられる。美術系は，前述したように女子学生全体と比べてかなりネガ
ティブな生活感情を持っている。
初めにも述べたように，同時に分析を試みた志望職業別の結果については，紙面の関係で，
次号まわしとする。
なお，この調査は5～ 6月に実施されたものであり，最近話題にされている新入学生の “五
月病”の発生時期と一致する点で，生活感情としては，俗にいう「落ち込んだ」状態にあると
も考えられる。そ うだとすれば，一般的には，もっとポジテイフ互生活感情をもっているとい
うことになろう。
この点を含め，今後，検討すべき課題は多い。女子短大生の生活感情を更に詳細に読みと る
には，次のような調査研究を積み重ねなければならない。
①対象者を増やして，さらに安定した資料による分析。
②大学生活のいくつかの時点での調査による変化 ・動揺の把握。
③． 他の研究成果との比較検討。
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表1 女子学生全体及び所属学校別尺度評定平均値及び標準偏差
三ぞ女子学生 所 属学科別全 体 家 政系美 術系 体育 系教 育系英 語系 看護系(N=829) (n＝お8) (n=l03) (n=75) (n=287) (n=52) (n=74) 
全尺度合計 137.52 138.61 131. 98 139.60 139.38 133.40 135.57 (18. 76) (16. 94) (18. 48) (19. 88) (18. 81) (21. 03) (20.36) 
連体ー孤独 45. 75 45.86 42.84 47.93 46.67 44.35 44.64 ( 7. 07) ( 6. 79) ( 7 .13) ( 6.42) ( 7. 23) ( 6.46) ( 6. 83) 
安定一不安定
45.29 45.30 43.95 45.93 45.89 44.15 44.96 
( 6.56) ( 5. 77) ( 5. 93) ( 7.03) ( 6. 52) ( 7. 95) ( 6. 81) 
充実空虚 46.55 
47.50 45.23 45. 71 46.90 44.90 45.96 
( 8. 23) ( 7. 60) ( 8. 0) ( 9.43) ( 8. 06) ( 8.86) ( 9.12) 
図1 全尺度合計及び尺度別評定点分布
100 図lのI
80 
連帯ー孤独尺度 ／ 
＼／ 
人
60 
数
-40 
r、」
20 
。
（生活感情得点） 大
図1の2
I , 、へ
〆、， ＼ 
〆 ＼、、、〆 、、、
／イ ＼ 
充実一空虚尺度 ， 、， 
空40」 ¥,/-. 、吋j
， 〉、， 、
20 .j ， 、ノー_./ 、、
＼ ，，、＿_, ノ 、、．，ー＿. ，ー， 、、ーー、。
（生活感情得点） 大
53 
表2 表lの平均値の差の検定結果(I，全尺度合計）
家政系 美術 系 体育系 教育 系 英語系 看護系
女子学生全体 N.S. ＊＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
看 護 系 N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
英 5書 系 N.S. N.S. N.S. ＊ 
教 育 系 N.S. ＊＊＊ N.S. 
体 育 系 N.S. ＊＊ 
美 f;.j 系 ＊＊ 
. s.：有意差なし
表3 表1の平均値の差の検定結果(I，連体一孤独）
家政系 美術系 体育系 教育系 英語 系 看護系
女子学生全体 N.S. ＊＊＊ ＊＊ N.S. N.S. N.S. 
看 護 系 N.S. N.S. ＊＊ ＊ N.S. 
英 言吾 系 N.S. N.S. ＊＊ ＊ 
教 育 系 N.S. ＊＊ ＊ N.S. （注） ＊＊＊
体 育 系 ＊ ＊＊＊ ＊ ＊ 
美 術3 系 ＊＊＊ ＊ 
N. ~ミー 有意差なし
表4 表1の平均値の差の検定結果（田， 安定一不安定）
家政系 美術 系 体育 系 教育 系 英語系 看議系
女子学生全体 N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
看 員望 系 N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
英 E吾 系 N.S. N.S. N.S. N. S.
教 育 系 N.S. ＊ N.S. （注） ＊ : P<.05 
体 育 系 N.S. N.S. N.S.：有意差なし
美 術 系 N.S. 
表5 表lの平均値の差の検定結果（町，充実一空虚）
家政系 美術 系 体育系 教育系 英語系 看護 系
女子学生全体 N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
看 i童 系 N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
英 言吾 系 N.S. N.S. N.S. N.S. 
教 育 系 N.S. N.S. N.S. （注） ＊ : P<.05 
f本 育 系 N.S. N.S. N.S.：有意差な し
美 体T 系 ＊ 
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表6 女子学生全体及び所属学科別項目評定点平均値及び標準偏差
尺 ＼＼対象群 女子学生全体 家政系美術系体育系教育系英語系看護系
度 項目 ＼＼ N =829 (n=238) (n=l03) (n=75) (n=287) (n=52) (n=74) 
にぎやかな 4.55(1.19) 4.56(1.07) 4.33(1.22) 4.75(1.16) 4.58(1.30) 4.52(0.96) 4.57(1.23) 
まと まった 4.10(1.19) 4. 28(1.13) 3. 62(1. 31) 4. 33(1.12) 4.16(1.19) 3. 94(1. 04) 3. 85(1.12) 
連
協力的な 5.12(0.99) 5. 07(0. 95) 4. 81 (1. 09) 5.16(0. 93) 5. 29(0. 98) 4. 79(0. 98) 5.18(0. 88) 
うちとけた 4. 71 (1. 27) 4. 79(1. 21) 4. 28(1. 29) 4. 88(1. 30) 4. 76(1. 31) 4. 63(1. 30) 4. 73(1. 08) 
帯
｜開 放 的 な 4.75 (1. 24) 4. 80(1. 22) 4. 66(1. 22) 4. 88(1. 28) 4. 77(1. 24) 4. 46(1. 21) 4. 65(1. 30) 
I 仲間 の多い 5. 08(1. 07) 5.16(1. 04) 4. 92( 1.14) 5. 28(1.15) 5. 08(1. 07) 5. 00(1. 08) 4. 85(1. 00) 
孤
独
安
｛ 疋
指導力のある 3. 96(1.12) 3. 87(1.10) 3. 76(1. 08) 4. 30(1. 24) 4.13(1. 08) 3. 79(1. 09) 3. 57(1. 03) 
集団的な 4.37(1. 24) 4. 48(1.16) 3. 61 (1. 33) 4. 59(1. 31) 4. 47(1. 21) 4. 29(1. 26) 4. 54 (1. 02) 
頼りになる 4. 34(1. 34) 4. 34(1. 34) 4. 28(1. 30) 4. 64(1.18) 4. 46(1. 04) 4.19(1. 22) 4. 04(1. 09) 
愛情 的な 4.84(1. 24) 4. 85(1. 24) 4. 47(1. 38) 5. 06(1.12) 4. 99(1. 23) 4. 73(1. 09) 4. 57(1. 22) 
安 定した 3.99(1.38) 3.97(1.32) 3.64(1.45) 4.17(1.46) 4.05(1.39) 4.06(1.41) 4.03(1.36) 
おち つ いた 4. 38(1. 25) 4. 26(1. 23) 4. 54(1. 25) 4. 32(1. 34) 4. 46(1. 23) 4. 27(1. 39) 4. 38(1.14) 
おだやかな 4. 46(1. 28) 4. 43(1. 27) 4. 50(1. 33) 4. 44(1.18) 4. 49(1. 33) 4. 46(1. 26) 4. 41 (1. 23) 
健康な 5.44(1.26) 5.59(1.22) 5.10(1.42) 5.47(1.36) 5.45(1.18) 5.21(1.32) 5.51(1.24) 
I カ あふれた 4. 44(1. 29) 4. 36(1. 35) 4.19(1. 49) 4. 67(1. 26) 4. 57(1.19) 4.14(1. 24) 4. 51 (1. 20) 
｜静かな 3.86(1.16) 3. 79(1.12) 4.19(1弘） 3. 69(1.19) 3. 84(1.19) 3. 98(0. 96) 3. 74(1. 11) 
不
しっかりした 4. 67(1. 06) 4. 66(1. 00) 4. 54(1.16) 4. 80(1.10) 4. 75(1. 00) 4. 46(1. 34) 4. 61(0. 99) 
安
｛ 疋
充
信じやすい 5.08(1.41) 5.16(1.33) 4.78(1.63) 5.01(1.43) 5.29(1.33) 4.60(1.61) 4.91(1.31) 
調和のとれた 4. 48(1.13) 4. 51 (1. 09) 4. 14(1. 21) 4. 59(1.16) 4. 53(1.12) 4. 52(1. 09) 4. 56(1. 14) 
楽観的な 4.50(1. 43) 4. 60(1. 38) 4. 35(1. 58) 4. 80(1. 48) 4. 46(1. 40) 4. 46(1. 49) 4. 32(1. 41) 
明 るい 5.31 (l.18) 5. 45(1. 00) 5. 09(1.15) 5. 41 (1. 32) 5. 35(1. 22) 5.10(1. 27) 5. 06(1. 36) 
楽し い 4.61(1.23) 4.87(1.25) 4.46(1.29) 4.03(1.66) 4.62(1.28) 4.50(1.35) 4.61(1.19) 
喜 ばし い 4.48(1. 08) 4. 59(1. 07) 4. 22(0. 95) 4. 43(1. 28) 4. 52(1. 08) 4. 37(1.16) 4. 45(1. 00) 
充実した 4.14(1.32) 4. 26(1. 29) 3. 98(1. 41) 3. 71(1. 39) 4. 23(1. 31) 3. 98(1. 31) 4.19(1. 25) 
実
｜ あたたかな 4.88(1.03) 4.95(0.91) 4.64(1.12) 4.91(1.16) 4.90(1.05) 4.73(1.05) 5.01(1.01) 
i前 向 きな 4.82(1.11) 4. 77(1. 08) 4. 88(1.17) 4. 92(1. 14) 4. 90(1. 05) 4. 48(1.16) 4. 76(1. 21) 
空
望みのある 4. 85(1. 16) 4. 85(1.10) 5. 04(1. 26) 4. 68(1. 53) 4. 87(1. 00) 4. 62(1. 36) 4. 89(1.17) 
虚
i荷ちた りた 3. 85(1. 39) 4. 07(1. 36) 3. 59(1. 32) 3. 40(1. 57) 3. 89(1. 35) 3. 88(1. 25) 3. 76(1. 48) 
虚 （無限 γ）
成長しVゆ く 4.65(1.22) 4.62(1.11) 4.66(1.43) 4.47(1.35) 4.76(1.16) 4.37(1.24) 4.66(1.34) 
若々しい 4.93(1. 34) 5. 03(1. 27) 4. 73(1. 50) 5. 40(1. 26) 4. 87(1. 31) 4. 88(1. 41) 4. 69(1. 34) 
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表7 女子学生全体と所属学科の項目別平均値の差の検定結果
尺 話々を 女子学生全体 女子学生全体 女子学生全体 女子学生全体 女子学生全体 女子学生全体度 と家政系 と美術系 と体育系 と教育系 と英 語 系 と看護系
にぎやかな N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
まとま った ＊ ＊＊ ＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
連
協力的な N.S. ＊＊ N.S. ＊ ＊ N.S. 
うちとけた N.S. ＊＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
帯
開放的な N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
仲間 の多い N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
孤
指導力のある N.S. N.S. ＊ ＊ N.S. ＊＊ 
集団的な N.S. ＊＊＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
独
頼りになる N.S. N.S. ＊ N.S. N.S. N.S. 
愛情的な N.S. ＊＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
安定した N.S. ＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
おちついた N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
安
tsだやかな N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
｛建 康 な N.S. ＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
｛ 疋
力あふれた N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
静 か な N.S. ＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
不
しっかりした N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
安
信 じや すい N.S. N.S. N.S. ＊ ＊ N.S目
定
調和のとれた N.S. ＊＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
楽観的な N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
明 る p N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
楽 し し3 ＊＊ N.S. ＊＊ N.S. N.S. N.S. 
充
喜ば しい N.S. ＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
充実した N.S. N.S ＊ N.S. N.S. N.S. 
実
あたたかな N.S. ＊ N.S. N.S. N.S. N.S. 
前向 きな N.S. N.S. N.S. N.S. ＊ N.S. 
空
望みのある N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
満ち た りた ＊ N.S. ＊ N.S. N.S. N.S. 
虚 （無限に）
成長しでゆく N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. N.S. 
若々しい N.S. N.S. ＊＊ N.S. N.S. N.S. 
（注）* * * : P<. 001, * * : P<. 01. * : P<. 05, N. S.：有意差な し
